
 

 

 

 

 

 

≪平成２６年度子ども・若者育成支援のための地域連携推進事業≫ 

中央研修大会【御案内】 

 

◇ 日  時  第 １ 日 目  平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ２ ５ 日 （ 火 ） 14:00～ 17 :40 

   第 ２ 日 目  平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ２ ６ 日 （ 水 ） 10:00～ 14 :30 

◇ 場  所  国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー （ 東 京 都 渋 谷 区 ）  

◇ 主  催  内 閣 府  

◇ 対  象  各 都 道 府 県 か ら 推 薦 さ れ た 青 少 年 育 成 指 導 者 ，少 年 補 導 委 員 及 び

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る 活 動 を 行 っ て い る 団 体 の 職 員 等  

 

【プログラム（案）】 

【第１日目】 

14：00  主催者挨拶（内閣府特命担当大臣（予定）） 

 

14：05  社会貢献青少年表彰式 

 

14：30  中央研修大会シンポジウム 

○基調講演（14：30～15：30） 

       ○休 憩（約 10 分） 

       ○パネル・ディスカッション（15：40～17：40） 

 

 

【第２日目】第１～第４専門研修会（＊午前と午後，受講者は希望する研修会に出席） 

10：00～11：30  午前の部 

 

11：30～13：00  休 憩 

 

13：00～14：30  午後の部 

 

注）当日のプログラムは，都合により一部変更になる可能性もあります。 

  



 

【講演内容】 

プログラム 講  師 テーマ 内  容 

シンポジウム 

メインテーマ 

子どもたちにとって安心・安全な地域をつくるために

～私たちができること～ 

「夕方の公園は子どもがいっぱいだから

犯罪者が狙っている。」と思われがちだが，

子どもが被害者となる犯罪は実際には異

なる時間・場所で起きている。「少年非行

の凶悪化」報道に触れる機会も多いが，統

計データの示す傾向は意外に知られてい

はいない。子ども・若者が巻き込まれる犯

罪の実情を踏まえた「攻める防犯」を学び

つつ，非行等の心理相談や立ち直り支援に

取り組んでいる専門家からの実践報告も

踏まえ，安心で安全な地域をつくるため子

ども・若者の育成支援に携わるすべての大

人たちができることを考える。 

基 調 講 演 出口 保行（東京未来大学

こども心理学部長・教授） 

新たな防犯の潮流「攻める

防犯」という考え方 

パ ネ ル ・ 

デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン 

遊間 千秋（千葉県警察少

年センター上席相談専門

員） 

実践報告１：非行等に陥っ

た少年とその家族への心

理相談の取組 

金森 正明（京都府青少年

課少年非行防止対策担当

課長） 

実践報告２：ユース・アシ

スト（立ち直り支援チー

ム）の取組 

第 1 専門

研 修 会 

道中 隆（関西国際大学教

育学部教授） 

貧困の世代的連鎖と子ど

もの貧困対策 

子どもの貧困対策推進法が施行された今，

いわゆる社会的不利益層の子どもの貧困

が世代間継承していることの実態や，早期

の介入政策の必要性について学ぶ。 

第 2 専門

研 修 会 

土井 隆義（筑波大学人文

社会系教授） 

 

ネット世代のコミュニケ

ーション～ＬＩＮＥを駆

使する若者たち 

スマホ用アプリＬＩＮＥはメッセージが

相手に「既読」されたか確認できるが，返

事が無いと無視された？と不安をあおる

装置にも。現代のネット世代の人間関係の

特徴などを学ぶ。 

第 ３ 専 門

研 修 会 

奥山 眞紀子（国立成育医

療研究センターこころの

診療部長兼副院長（医師））  

虐待を受けた子どもの理

解とケア 

 

虐待を受けて育った子どもの心の問題に

関して理解し，虐待の発見からケアまでの

在り方について学ぶことを目的とする。日

頃の活動の中で，関係性の構築によって他

者への信頼感を育て，虐待の連鎖を防ぐか

かわりについて考える基礎となることが

期待される。 

第 ４ 専 門

研 修 会 

高塚 人志（鳥取大学医学

部准教授） 

あなたがそばにいると元

気になれる～人間関係を

何倍もよくする「聴く力」

を極める（小講義・人間関

係体験学習（演習）） 

人間関係が希薄化する今日，コミュニケー

ションに困難を抱える子どもや大人が増

えている。「気づき体験」や「異世代の交

流」を柱として，対人援助に携わる方を対

象に，良好な人間関係を構築する方法を講

義と演習で学ぶ。 

注）敬称略。テーマ等は現時点では仮題であり，後日に変更になることもあります。 

  



 

【講師プロフィール】 

【出口 保行】東京未来大学こども心理学部長・教授 

専攻：犯罪心理学・矯正心理学。大学院修了後，法務省に心理職として入省。少年鑑別所・刑務所等で約１

万人の犯罪者を心理分析。元法務省法務総合研究所研究部室長研究官。全国の防犯講演や足立区防犯アドバイ

ザーとして活躍する一方，テレビ出演も多数こなす。著書：『犯罪に挑む心理学』（北大路書房）ほか。 

 

【遊間 千秋】千葉県警察本部生活安全部少年課少年センター上席相談専門員 

 大学卒業後，心理職として法務省に入省。東京と千葉の少年鑑別所で非行を犯した少年の面接，心理テスト，

診断業務に携わる。平成７年より千葉県警察の相談員として勤務。現在は少年センターにおいて，非行・学校

不適応・犯罪被害等の問題について，保護者や少年，関係者などから相談を受けている。 

 

【金森 正明】京都府府民生活部青少年課少年非行防止対策担当課長 

 京都府職員として入職後，健康福祉部障害者支援課副課長など福祉行政等を歴任。本年４月までは安心・安

全まちづくり推進課で京都府における地域防犯の企画を担当。本年５月からは京都府家庭支援総合センターに

おいて関係機関から紹介された少年の立ち直り支援を担当している。 

 

【道中 隆】関西国際大学教育学部教授 

専攻：子どもの貧困・貧困の固定化と世代間連鎖など。社会的活動：内閣府子どもの貧困対策に関する検討

会構成員，厚生労働省社会保障審議会生活保護基準部会臨時委員ほか。著書：『生活保護と日本型ワーキング

プア』『生活保護の面接必携Ⅰ』『生活保護のスーパービジョンⅡ』（ミネルヴァ書房）ほか。 

 

【土井 隆義】筑波大学人文社会系教授 

専攻：社会学（社会病理学・逸脱行動論・犯罪社会学）。若者たちの抱える生きづらとその背景について，

非行・犯罪を糸口に人間関係論から考察。社会的活動：内閣府公的相談機関職員研修講師，つくば市男女共同

参画審議会副会長ほか。著書：『少年犯罪<減少>のパラドクス』（岩波書店），『〈非行少年〉の消滅』（信山社

出版）など。 

 

【奥山 眞紀子】国立成育医療研究センターこころの診療部長兼副院長・医師 

専門：小児精神保健，子ども虐待，子どものトラウマなど。社会的活動：厚生労働省厚生科学審議会疾病対

策部会「臓器移植委員会」専門委員，内閣府子ども若者育成支援推進点検・評価会議構成員ほか。編著書：『子

ども虐待の臨床』（南山堂），『病気を抱えた子どもと家族の心のケア』（日本小児医事出版社），『アタッチメン

ト』（明石書店）ほか。 

 

【高塚 人志】鳥取大学医学部准教授 

元高校教師。継続的に人との関わり方を学ぶ「人間関係体験学習」を９年間実践し小児科医をはじめ医療・

教育現場など多方面から注目を浴びた。社会的活動：元文部科学省中央教育審議会専門委員ほか。著書：『い

のちを慈しむヒューマン・コミュニケーション授業』（大修館），『そばにいる人から喜ばれる喜び』（今井書店）

ほか。 

  



◎対象は，各都道府県の推薦があった 青少年育成指導者等とさせていただいておりますので，御関心

のある方は，お住まいの各都道府県青少年主管課か，または内閣府あてお問い合わせください。 

【各都道府県青少年主管課＊お問い合わせ先】 

都道府県 青少年主管課名 電話番号 都道府県 青少年主管課名 電話番号 

北海道 青少年担当課 011-204-5663 滋賀県 子ども･青少年局 077-528-3556 

青森県 青少年・男女共同参画課 017-734-9224 京都府 青少年課 075-414-4301 

岩手県 若者女性協働推進室 019-629-5348 大阪府 青少年課 06-6944-9147 

宮城県 共同参画社会推進課 022-211-2577 兵庫県 青少年課 078-362-3141 

秋田県 若者支援班 018-860-1552 奈良県 青少年･生涯学習課 0742-27-860 

山形県 若者支援・男女共同参画課 023-630-2727 和歌山県 青少年男女共同参画課 073-441-2500 

福島県 青少年・男女共生課 024-521-7187 鳥取県 青少年・家庭課 0857-26-7076 

茨城県 女性青少年課 029-301-2183 島根県 青少年家庭課 0852-22-6524 

栃木県 青少年育成担当 028-623-3075 岡山県 男女共同参画青少年課 086-226-0557 

群馬県 少子化対策・青少年課 027-226-2393 広島県 青少年健全育成グループ 082-513-2740 

埼玉県 青少年課 048-830-2905 山口県 青少年班 083-933-2634 

千葉県 子ども・若者育成支援室 043-223-2330 徳島県 県民環境政策課 088-621-2176 

東京都 青少年課 03-5388-3172 香川県 男女共同参画課 087-832-3196 

神奈川県 青少年課 045-210-3840 愛媛県 男女参画・県民協働課 089-912-2415 

新潟県 児童家庭課 025-280-5214 高知県 児童家庭課 088-823-9637 

富山県 児童青年家庭課 076-444-3136 福岡県 青少年課 092-643-3386 

石川県 子ども政策担当 076-225-1422 佐賀県 青少年健全育成担当 0952-25-7350 

福井県 青少年育成グループ 0776-20-0745 長崎県 こども未来課 095-895-2686 

山梨県 社会教育課 055-223-1356 熊本県 くらしの安全推進課 096-333-2294 

長野県 次世代サポート課 026-235-7210 大分県 私学振興・青少年課 097-506-3076 

岐阜県 私学振興・青少年課 058-272-8238 宮崎県 こども家庭課 0985-26-7041 

静岡県 社会教育課 054-221-3160 鹿児島県 青少年男女共同参画課 099-286-2554 

愛知県 社会活動推進課 052-954-6175 沖縄県 青少年・児童家庭課 098-866-2174 

三重県 少子化対策課 059-224-2269    

 
【内閣府＊お問い合わせ先】 

内閣府 子ども若者・子育て施策総合推進室 青少年企画・啓発担当 
電話：０３（５２５３）２１１１（内線３８２５２・３８２５３） 


